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囲墓護輩鷺
の職員の定年は国家公務
員法で60歳、検察官は検
察庁法で63歳と規定され
ている。それを65歳に統
一しつつ、一般省庁は60

歳、検察庁は63歳の役職
定年制度を導入。内閣が
必要と判断すれば、検事
総長は最長3年、定年が
延長されるなどの規定も
盛り込まれた。政府は1
月、黒川氏の定年を半年
延長すると閣議決定。検
事総長に据えるのを前提
に、それを正当化するた
めの法改正との批判が相
次いだ。

論
詰
彊
業
師
師

つ
花
王
が
首
都
圏
在
住
の
二
十
～
　
医

四
十
代
の
女
性
三
百
人
を
対
象
に

人
は
6
4
％
に
上
る
。
マ
ス
ク
焼
け

を
気
に
し
て
い
る
女
性
は
、
か
な

り
多
い
よ
う
だ
。

実
際
の
と
こ
ろ
マ
ス
ク
に
は
ど

し
ぅ
か
り
と
対
策
を
取
る
よ
う
求
　
止
め
を
塗
る
こ
と
を
勧
め
る
」
と

め
る
。
「
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
所
　
語
る
。
マ
ス
ク
で
隠
れ
る
口
も
と

に
は
、
日
焼
け
の
原
因
と
な
る
紫
　
に
も
塗
る
の
は
「
マ
ス
ク
を
し
て

外
線
（
U
V
）
が
ほ
と
ん
ど
届
か
　
い
る
所
と
し
て
い
な
い
所
で
焼
け

、
－
t
－
〇
、
y
－
．
「
、
－
－
↓
／
∴
∴
＋
′
、
書
方
　
一
「
寄
付
に
」

も
佐
藤
氏
も
「
地
面
な
ど
か
ら
反

射
す
る
U
V
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い
」
な
ど
と
、
十
分
で

は
な
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。

？
・
年
功
序
列
の
人
事
評
価
改
革
せ
ず

ぱ
人
件
費
は
増
え
る
こ
と
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
改

革
が
前
提
だ
っ
た
。
自
民
党
の

行
政
改
革
推
進
本
部
が
昨
年
三

月
に
公
表
し
た
文
書
「
公
務
員

制
度
改
革
の
徹
底
に
つ
い
て
」

は
、
働
き
ぶ
り
で
は
な
く
年
齢

に
応
じ
て
給
料
と
地
位
が
上
が

る
年
功
序
列
制
度
か
ら
脱
却
す

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
能
力

と
実
績
に
基
づ
く
人
事
評
価
を

徹
底
す
る
よ
う
求
め
、
単
に
定

年
だ
け
を
引
き
上
げ
れ
ば
「
国

民
の
血
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

人
件
費
の
拡
大
は
明
ら
か
だ
」

と
強
調
し
て
い
る
。

国
家
公
務
員
法
改
正
案
に
よ

れ
ば
、
六
十
歳
を
超
え
た
後

も
、
そ
れ
ま
で
の
給
料
の
七
割

が
支
払
わ
れ
る
。
元
財
務
官
榛

の
田
中
秀
明
・
明
治
大
教
授

（
行
政
学
）
に
よ
る
と
、
キ
ャ

リ
ア
職
員
の
場
合
、
課
長
以
上

の
年
収
は
一
千
万
円
を
超
え

る
。
田
中
氏
は
「
業
績
に
見
合

っ
た
分
を
も
ら
う
の
は
悪
く
な

い
。
し
か
し
、
課
長
な
ど
ば
得

遇
が
約
束
さ
れ
て
お
り
、
省
庁

は
こ
れ
ま
で
な
れ
合
い
で
や
っ

て
き
た
。
自
民
党
の
指
摘
は
一

理
も
こ
理
も
あ
る
」
と
す
る
。

一
方
で
、
横
並
び
の
意
識
が
強

い
省
庁
で
「
能
力
・
実
績
主
義

の
人
事
評
価
制
度
を
つ
く
る
の

は
簡
単
で
は
な
い
」
と
唱
え
る
。

現
状
も
、
能
力
と
業
績
で
人

事
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は

い
る
。
し
か
し
、
内
閣
人
事
局

高
齢
対
策
担
当
の
田
中
智
史
氏

は
「
同
じ
職
場
に
い
る
上
司

は
、
ど
う
し
て
も
高
め
に
評
価

し
が
ち
」
と
話
す
。

新
藤
宗
幸
・
千
葉
大
名
誉
教

授
（
行
政
学
）
は
「
公
務
員
の

仕
事
は
企
業
の
営
業
成
績
と
異

な
り
、
数
字
で
評
価
し
に
く

い
。
能
力
主
義
の
人
事
評
価
を

導
入
す
る
の
は
困
難
」
と
説

く
。
そ
の
上
で
「
コ
ロ
ナ
不
況

で
失
業
者
は
も
っ
と
増
え
る
。

雇
い
止
め
が
な
い
公
務
員
の
定

年
を
引
き
上
げ
る
の
は
世
間
の

感
覚
に
合
わ
な
い
」
と
述
べ

た。
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検
察
官
再
就
職
多
様
な
ポ

公
務
員
の
中
で
も
、
辞
任
に

追
い
込
ま
れ
た
黒
川
民
ら
検
察

官
は
特
別
だ
。
退
職
後
、
法
曹

資
格
を
生
か
し
て
弁
護
士
に
転

身
で
き
る
ほ
か
、
裁
判
官
や
検

察
官
を
務
め
た
中
か
ら
法
相
が

任
命
し
、
遺
言
な
ど
を
作
成
す

る
公
証
人
に
も
な
れ
る
。
証
券

取
引
等
監
視
委
員
会
や
、
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
カ
ジ
ノ
規

制
を
担
う
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

の
委
員
長
に
就
く
例
も
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
道
が
開
か
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
検
察

の
事
情
に
詳
し
い
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
の
森
功
氏
は
「
検

事
が
弁
護
士
に
な
っ
て
も
、
民

事
裁
判
の
経
験
が
な
い
の
で
ニ

ー
ズ
が
低
い
。
元
検
事
長
や
元

検
事
正
の
肩
書
が
あ
れ
ば
、

『
用
心
棒
』
と
し
て
企
業
の
顧

問
弁
護
士
に
な
れ
る
程
度
。
公

証
人
も
検
事
正
以
上
で
な
い
と

難
し
く
、
一

は
楽
で
は
な
い
」
と
説
明
。
そ

れ
ゆ
え
、

検
察
官
も
定
年
の
引

き
上
げ
は
必
要
だ
と
い
う
。

た
だ
、
森
氏
は
検
察
幹
部
の

定
年
延
長
に
つ
い
て
「
内
閣
の

判
断
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。
ポ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
か

ど
う
か
調
べ
る
の
を
理
由
に
、

そ
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
捜

査
状
況
の
報
告
も
迫
ら
れ
か
ね

な
い
」
と
危
ぶ
む
。

退
職
で
公
務
に
支
障
あ
り
得
な
い

元
東
京
地
検
特
捜
部
検
事
の

郷
原
信
郎
弁
護
士
も
定
年
延
長

を
「
あ
り
得
な
い
話
だ
」
と

し
、
「
国
家
公
務
員
の
定
年
引

き
上
げ
の
要
件
に
、
退
職
に
よ

っ
て
公
務
に
著
し
い
支
障
が
生

ず
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
検
察
官
の
職
務
は
こ
れ

に
当
た
ら
な
い
。
誰
で
も
同
じ

よ
う
に
捜
査
や
起
訴
判
断
な
ど

を
し
、
成
果
を
出
す
『
検
察
官

同
一
体
の
原
則
』
が
あ
る
か
ら

だ
」
と
唱
え
る
。

検
察
庁
法
は
、
検
事
総
長
や

検
事
長
、
検
事
正
は
検
察
官
に

捜
査
を
指
示
し
、
受
け
持
っ
て

い
る
仕
事
の
担
当
替
え
を
命
じ

ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
懇
意
的
判
断
や

異
動
で
捜
査
が
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
な
る
。
「
個
人
の
能

力
や
資
質
で
違
い
が
出
な
い
。

特
定
の
人
が
退
職
し
て
も
支
障

な
い
の
が
検
察
」
　
（
郷
原
氏
）

一
方
で
、
公
務
員
全
体
を
考

え
れ
ば
、
定
年
引
き
上
げ
は
必

要
な
議
論
だ
。
人
事
院
月
報
に

よ
る
と
、
定
年
後
も
再
任
用
で

働
く
公
務
員
は
年
々
増
え
、
二

〇
一
八
年
度
は
一
万
三
千
三
百

四
十
九
人
と
一
三
年
の
二
倍
近

い
。
た
だ
、
6
5
・
4
％
が
短
時

間
勤
務
。
月
報
で
は
、
定
年
前

よ
り
下
の
官
職
で
働
く
人
が
多

く
、
能
率
が
下
が
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
、
定
年
引
き
上
げ
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

人
件
費
抑
制
の
流
れ
を
受

け
、
雇
用
期
間
が
限
ら
れ
る
非

常
勤
職
員
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
内
閣
官
房
の
ま
と
め
で

は
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
は
昨

年
七
月
時
点
で
二
十
六
万
七
千

四
百
二
十
五
人
。
非
常
勤
は
十

四
万
九
千
六
百
九
十
六
人
と
、

前
年
よ
り
千
六
百
二
人
増
え

た
。
人
事
院
に
よ
る
と
、
昨
年

の
国
家
公
務
員
の
平
均
月
給
は

四
十
一
万
七
千
六
百
八
十
三

円
。
次
官
や
局
長
、
審
議
官
ク

ラ
ス
に
限
る
と
約
百
二
万
円
に

上
る
。
そ
の
半
面
、
非
常
勤
は

各
府
省
庁
の
予
算
で
人
件
費
を

賄
っ
て
い
る
と
し
て
、
人
事
院

は
調
べ
て
い
な
い
。

増
え
る
臨
時
・
非
常
勤

地
方
自
治
体
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

〓
ハ
年
四
月
時
点
で
約
六
十
四

万
人
お
り
、
前
回
調
査
の
一
二

年
か
ら
約
四
万
人
堪
え
た
。
そ

の
う
ち
、
事
務
補
助
職
員
の
平

均
時
給
は
九
百
十
九
円
。
自
治

労
の
森
本
正
宏
総
合
労
働
局
長

は
「
補
助
的
業
務
で
は
な
く
、

常
勤
並
み
に
働
い
て
い
る
人
も

い
る
。
そ
れ
で
も
給
与
が
常
勤

の
半
分
以
下
は
珍
し
く
な
い
」

と
い
う
。
和
光
大
の
竹
尾
三
恵
子
名
誉

教
授
（
労
働
社
会
学
）
は
非
常

勤
が
増
え
る
現
状
に
「
現
場
で

本
当
に
必
要
な
人
数
が
大
き
く

違
い
、
そ
こ
を
非
常
勤
が
埋
め

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
彼
ら

の
生
活
や
老
後
を
支
え
る
だ
け

の
賃
金
は
支
払
わ
れ
て
い
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

竹
信
氏
は
「
定
年
問
題
は
全

体
の
制
度
設
計
を
し
た
上
で

考
え
る
こ
と
」
と
し
、
非
常
勤

を
含
め
た
一
般
公
務
員
の
議

論
が
先
だ
と
唱
え
る
。
二
部

の
高
給
職
を
除
け
ば
、
一
般
公

務
員
も
老
後
の
見
通
し
は
不
安

定
だ
。
定
年
の
引
き
上
げ
は
、

高
齢
化
社
会
で
の
生
活
保
障
の

観
点
か
ら
も
大
事
。
多
く
い
る

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
も
合

わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ

う」

正
規
の
処
遇
改
善
を
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